
３ (60点)

　座標空間上に 5点

O(0, 0, 0), A(3, 0, 0), B(0, 3, 0), C(0, 0, 4), P (0, 0,−2)

をとる．さらに 0 < a < 3, 0 < b < 3に対して 2点 Q(a, 0, 0)と R(0, b, 0)を考える．

(1) 点 P,Q,Rを通る平面をH とする．平面H と線分 AC の交点 T の座標，お

よび平面 H と線分 BC の交点 S の座標を求めよ．

(2) 点 Q,R, S, T が同一円周上にあるための必要十分条件を a, bを用いて表し，

それを満たす点 (a, b)の範囲を座標平面上に図示せよ．
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[解答例](C20)

(1)

　平面 H の方程式は
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である．直線 AC の方程式は
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であるから，点 T の座標は
(
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. 一方，直線 BC の方程式は
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であるから，点 S の座標は
(
0, 9b

2b+3 ,
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)
.

(2)



　 3点 P,Q, T は平面 H 上にあり，しかも xz 平面上にあるので，同一直線上に存在す

る．同様に，3点 P,R, S も H および yz 平面上にあるので，同一直線上に存在する．

よって，方べきの定理の定理とその逆より，Q,R, S, T が同一円周上にあるための必要十

分条件は，

PQ · PT = PR · PS (1)

となることである．0 < a, b < 3に注意してこれらの長さを計算すると，
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と求められるので，(1)は
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2a+ 3
=
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2b+ 3
(2)

と表せる．0 < a, b < 3なので (2)は

(2b+ 3)(a2 + 4) = (2a+ 3)(b2 + 4)

(a− b)(2ab+ 3a+ 3b− 8) = 0

と同値．よって，求める条件は

b = aまたは b = −3a− 8

2a+ 3

である．これを a, bの定義域 0 < a < 3, 0 < b < 3の範囲で ab平面に図示すると図 1

のようになる．
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図 1 (a, b)の範囲

（解答終）

cba

この文書は，注のある部分を除き，クリエイティブ・コモンズ 表示 - 継承 4.0 国際 ライ

センス (http://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/) の下に公開されています．


